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１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 出席者紹介 

 

５ 議事 

※深谷市総合教育会議運営要綱第４条第１項の規定により、市長を議

長として議事を進行 

 

≪協議事項≫ 

（１）深谷市公民館の利用促進と効率的・効果的な運営について 

 

（事務局から説明） 

 

【指定管理者制度の導入の妥当性について】 

・公民館は地域に密着した交流の場。学校とも地域でかかわってい

る。指定管理者を導入するには、課題や市民の皆さんから不安や心配

の声があがらないように、様々な検討が必要である。 
 
・指定管理者のイメージは、文化会館、パティオなど。 
・すべての地域の皆さんが平等に使える施設がどうあるべきか、鵜養

う委員のお話のとおり慎重にやっていく必要があると考える。 
 
・指定管理者制度を導入し、心機一転、これを機にさらに良くなると

いいと考える。 
 
・公民館を使っている人は、地域の３０％の人。７０％の人があまり

使っていないという現状。まだ公民館に入ったことがない市民もい

る。 
 
・私も一度も公民館に入ったことはないが、深谷市は他の自治体に比

べ立派な公民館があると聞いている。民間のノウハウを活用して有効

な活用をしていくのがよいと考えている。 
・公民館は堅いイメージがあるが、市民の人が、暑い日に公民館に涼

みに行くくらい身近になればよいと考える。 
・市の公民館は、全国的にも素晴らしい施設で、サービス、地域のセ

ンター的役割もあり様々な団体が使っている。 
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Q１．指定管理者になっても、これまで通り公民館の行事を実施でき

るのか？ 
Q２．今年度から民間に開放したが、その実績はどうなのか？ 
 
 
A１・今実施している全ての業務を指定管理者に依頼していく。指定

管理者には、プラスアルファの事業も期待している。 
A2．公民館の利用の件数は、全体で、８６７１件。内、営利利用９２

件。当初営利利用の拡大を目指した内容としては、新たな事業の展

開、例えば学習講座といった内容。こういった市の意図した利用は、

９２件のうち２２件。その他は、民間事業者が貸館として会議などで

使われている。まだ、市の意図している活動には結びついていない。 
 
・公民館が地域から離れてしまう懸念については、改めて重要である

と感じた。 
・何十年と公民館を活用して、登録している団体が中心の公民館にな

ってきている。４年前に国からこのことにつき、より広く活用できる

よう答申があり、今の民間団体の開放に至っている。 
・今は、まだ民間の活用が少ない。そのため、積極的に周知し、素晴

らしい公民館の有効な活用を促してほしい。登録団体ではない方にも

使ってほしい。 
・耐震等の関係で、産業会館などをなくしたことにより、会議をする

場が減少した。１２の公民館をより効果的に周知し、民間ノウハウを

活用し、事業展開し広く使われるようにしていくことがよいと考え

る。 
 
・敷居を低くして使い勝手の良い公民館を目指していきたい。 
・指定管理者制度の導入については、妥当ということでよいでしょう

か 
 
妥当 
 
 
【指定管理者に必要な能力について】 
・今までの公民館長によるコーディネートが充実していたので、指定

管理者にも、様々な地域団体とうまくつないでくれる方がいる施設に

してほしい。 
 
・指定管理者、民間というとガラッと変わってしまうイメージがある

が、実際は、これまでと変わらないような対応や顔ぶれで、中身がよ

りよくなるというように考えている。 
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公的な部分とのバランスが取れた民間事業者を選定してもらえるとよ

い。 
Q．公民館に指定管理者を導入している他の自治体はあるのか。 
 
A．全国で、概ね１割弱程度が指定管理者を導入している。 
埼玉県では、蕨市、志木市、北本市、八潮市、滑川町などが導入済

み。地域に根差しているような団体・法人を選定し、住民とうまくい

っていると聞いている。 
 
Q．何か問題が起きている事例は？ 
 
A．北海道が指定管理者を導入している割合が多い。聞いたところ、

指定管理者で住民とのかかわりが薄い、営利に特化した団体を指定管

理者とした場合は、住民とのかかわりについて課題がでているとの話

がある。 
 
・指定管理者は経営的な感覚がなくてはいけないと思う。収益を上げ

ていかなくてはいけないというところが心配ではある。 
 
・バランスが大事。利益追求だけではなく地域のために。 
 
・柔軟に対応でき、バランス能力が高く、地域のことをよく理解して

いる団体・法人がよいと考える。 
 
・同じ市内でも八基と上柴など、地域によって公民館利用者が全く違

う。地域に合わせた運用が必要であると考える。 
 
・地域に還元しながら、利益も生み出す両方に精通し、実績がある団

体がよいと考える。 
 
・指定管理者導入、選定については、皆さんの貴重な意見を参考に進

めていきたい。 
 
≪報告事項≫ 

（１） 第３期深谷市教育振興基本計画の策定に係る進捗状況について 

 

（事務局から説明） 

 

Ｑ．具体的に教育委員の中で具体的に話をしていく場はあるか。 

 

Ａ．教育委員の会議で、随時ご説明していく。 

  

 

 

≪その他≫ 
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（仮称）深谷市立こども館について 

 

（事務局から説明） 

 

（質疑なし） 

 

６ 閉会 

以上 

 


